
 

第２回逢初川土石流の発生原因調査検証委員会 
 

 

日時：令和３年 11 月 26 日（金）午前 10 時～11 時 30 分 

会場：県庁別館９階特別第一会議室 

 

 

次 第 

 

 

１ 開会 

 

２ 第１回検証委員会の委員意見に対する対応状況 

 

３ 当初の検討スケジュールと現在の状況 

 

４ 各種調査結果の報告 

（1） 地質調査、地下水関係調査 

（2） 空中写真判読による盛土履歴調査 

（3） 現地踏査結果 

（4） 住民撮影動画及び消防通報記録による土石流流下実態 

 

５ これまでの調査から分かったことの総括と今後の対応 

 

６ 解析手法について 

（1） 浸透流解析 

（2） 盛土崩壊解析 

 

７ 今後のスケジュール 

 

８ 閉会 
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第１回検証委員会の意見に対する対応状況

番号 区分 委員 委員意見 対応状況

1 委員会 今泉委員
水道管の破裂タイミングや下流で観測された土石流のピーク確認時刻などを整理し、一時的な
土砂貯留の有無を検討すること。

2 委員会 小高委員
初期に高粘性の流れがあって一部堆積し、その後に水のような低粘性の流れが発生して堆積土
砂が流されたという現象を説明すること。

3 委員会 小高委員 砂防堰堤の堆積土砂の物性について調査すること。
砂防堰堤に堆積した土砂については、今後砂防堰堤の掘削と合わせて土壌をサンプリングし、土の物
性について調査をしていく予定です。

4 委員会 沢田委員
七尾調圧槽の水位データから、破断した水道管からの流量について、最大量と最小量の想定を
行うと良い。

当地区では午前中に停電が複数回あり、停電後における伊豆山ポンプ場からの送水の開始時刻が正
確に分からないことから、最大・最小量の想定は困難ですが、最大量については停電時の調圧槽水量
278 と停電が早期に回復した場合は午前11時から午後4時までの約5時間近くポンプが作動し、620
 を送水したことによる合計で900 が流出したと想定しています。

5 委員会 小高委員

・崩壊堆積物から逢初川への横の地下水の流れ込みの有無が重要になる。逆にそれがないなら
別のルートで流れ込んでる可能性もある。それらを把握できるようにボーリング地点を検討するこ
と。
・盛土内でボーリングが1点しかできないのであれば、その周辺をボーリングの代わりになるような
方法で地盤構造の連続性の把握を試みること。

6 委員会 今泉委員 縦断方向の水の流れが分かるように、ボーリング地点がもう1点あっても良い。

7 委員会 沢田委員
ボーリングの順番を考えることが重要である。盛土厚、地山の深度を確認できて、二次災害の監
視もできるので、盛土内から実施するのが妥当ではないか。

8 委員会 沢田委員
鳴沢川上流の造成が、ここより上流の水の流れをどの程度阻害したかも重要な要素と考えられ
る。そういったことを踏まえて、どこからボーリングするか、優先順位を決めることが重要である。

9 委員会 沢田委員
採取した試料の分析結果から、水の流れや水分を含んだ土の重さを把握しながら解析手法を選
定するのがよい。

御意見を参考として、分析と解析手法を検討しています。詳細につきましては、検証委員会の中で説明
させていただきます。

10 委員会 小高委員
・調査結果が少なく、選択できる解析手法も限られてしまうようなことがないようにしてもらいたい。
・盛土築造過程におけるセメント改良の影響を評価するためにも、盛土材料の特性の検討が必
要である。

地下水の流れについては、ボーリング調査に加えて、ボーリング孔を使用した地下水に関する調査を
実施するとともに、セメント改良を含む盛土材料の特性の検討については、ボーリングコアや落ち残り
盛土を使用して、各種土質試験を実施しています。
詳細につきましては、検証委員会の中で説明させていただきます。

11 委員会 沢田委員 土地改変行為の経緯については、文章と写真を比較できるように整理すること。
土地改変行為の詳細な経緯等については、行政手続きチームからの資料を基に整理
しております。詳細につきましては、検証委員会の中で説明させていただきます。

12 委員会 小高委員
セメント改良のタイミングや排水管（コルゲート管）の有無などは、原因究明に重要な前提条件に
なるので、別チームでの検証結果を共有してほしい。

盛土を施工した業者に対して、施工状況等の聞きとり調査を行っています。結果は判明
次第報告させていただきます。

13 委員会 今泉委員
盛土時期により固化材の使用や土質強度が異なるので、盛土の質による物質特性の違いを調
査したほうが良い。

盛土内のボーリングの複数層で試料を採取し、土の強度試験や蛍光Ｘ線分析等を実施
し、固化材の使用や土の特性について調査しています。結果は判明次第報告させてい
ただきます。

ボーリングについては、早期に掘削が完了できるように資機材の搬入や降雨に起因する調査等から優
先順位を決めて実施しています。また、鳴沢川上流の造成については、盛土履歴として取りまとめてい
ますので、詳細につきましては、検証委員会の中で説明させていただきます。

・ボーリングについては、盛土内外の地層の連続性と流域外から崩壊地までの地下水の流れを把握す
るための２本と土のＮ値を計測する１本の計３本を盛土内で追加実施しました。また、盛土内外におけ
る地下水層の連続性も含めた空間的な分布状況を把握するために、電気探査を実施しました。詳細に
つきましては、検証委員会の中で説明させていただきます。

土石流の流下形態については、住民が撮影した動画等や現地調査から整理しています。
詳細につきましては、検証委員会の中で説明させていただきます。
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検証委員会の当初のスケジュールと現在の状況

第1回：9月7日

第2回：10月下旬
（11月26日）

第3回：12月下旬
（１月下旬）

第4回：1月下旬
（３月）

・委員会趣旨、災害の概要及び発生
原因の推定、各種調査結果 他

・地質調査結果の報告と解析手法の検討

・解析結果の報告
・外部研究者等の解析情報の報告 他

・調査報告書（案）の報告
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第１回検証委員会後に実施した調査
調 査 平 面 図

排⽔パイプ露出部

№１ボーリング（35ｍ）

⾬量計

流量計観測（鳴沢川暗渠部）

№２ボーリング（50ｍ）

№４ボーリング（21ｍ）

№５ボーリング（40ｍ程度）

凡 例
ボーリング孔
簡易流量計測（EC、pH）
流量計観測
⾬量計

流量計測

流量計観測

流量計観測

流量観測

ボーリング

排⽔パイプ露出部

№３ボーリング（38ｍ、10ｍ）
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実施調査⼀覧表
進捗 目　的  等

No.1（35m) 終了

No.2（50m） 終了

No.3（38m） 終了

No.3（別孔）（10m） 終了

No.4（21m） 終了

No.5（40m程度を予定） 掘削中

No.4（21回） 終了 ・盛土の締まり度合いを把握

終了 ・No.3孔（別孔）で三軸圧縮試験等の試料を採取

No.1、No.2、No.3 終了

No.5 試験中

No.1、No.2、No.3、№3別孔、
№４

終了

No.5 試験予定

No.1、No.2、No.3、№４ 終了

No.5 試験予定

No.1、No.2、No.3 観測継続

No.5 設置予定

流量計 観測継続 ・渓流内の地表水を測定し、逢初川及び鳴沢川の流量を把握

湧水測定 観測継続 ・源頭部崩壊面付近の湧水点からの流量・pH、ECを測定

解析中 ・地下水の分布状況を把握

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

試験中

・地層毎の透水性を把握
・試験は概ね5mに1回実施

・地下水の流動層を把握

・地下水の流向および流速を把握

・地下水の分布状況や降雨との関係を把握

ボーリング調査

標準貫入試験

地下水検層

サンプリング（三重管サンプラー）

現場透水試験

流向・流速測定

原
位
置
試
験

地下水位計
地
下

水

等

調

査

調　査　項　目

・盛土の物理特性や力学特性を把握
・落ち残り盛土から採取した試料において密度調整を行い、土の力学
特性を把握
・試験結果は、解析の基礎資料とする

不飽和土の三軸圧縮試験（CU)　密度調整試料

土の三軸圧縮試験（CUB) 強風化・変質岩盤

保水性試験

室
内
土
質
試
験

土粒子の密度試験

土の含水比試験

土の粒度試験（フルイ+沈降）

土の液性限界試験

土の塑性限界試験

土の三軸圧縮試験（CUB)

土の湿潤密度試験

土の三軸圧縮試験（CUB) 密度調整試料

・地層構造・地下水の流れを把握
・No.3（別孔）では、盛土のサンプリングを実施
・掘削後には、地下水観測や流向・流速測定を行うための塩ビ管（ス
トレーナ加工）を挿入
・ボーリング調査結果を基に、地質断面図を作成

電気探査
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